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年金（１） 温情主義 

 

【ねらい】 

公的年金が必要とされる理由について，温情主義（価値財）に基づく議論を理解する 

生活保護よりも強制貯蓄が望ましくなる理由について，モラルハザードに基づく議論を理

解する 

 

【モデルの想定】 

２期間ライフサイクル・モデル 

消費者は２期間（０現役期，１引退期）を生きる 

現役期に１の労働所得を得る 

金利はゼロ 

積立方式の年金が存在 

保険料はθ 

効用関数は， ( ) ( )10 CuCuU λ+=  

 

【近視眼的な行動のモデル】 

引退期に本当の効用を知る 

( ) ( )10 CuCuU +=  

現役期には，将来の効用を十分に考慮しない 

（極端な場合はまったく考慮せず， ( )0CuU = となる） 
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